
『
楊
鴫
暁
筆
』

　
　
　
　
　
『
撰
集
抄
』

の
表
現

と
の
関
係
か
ら

小
　
椋
　
愛
　
子

一、

ﾍ
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
）

　
「
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
約
三
五
〇
篇
の
説
話
を
お
さ
め
、
一
種
の
類
書
・
雑
纂
的
な
説
話
集
と
い
わ
れ
、
そ
の
内
容
、
分
野
は
実
に
多
様
で
あ

る
。
し
か
し
、
各
説
話
の
受
容
・
編
纂
の
方
法
、
形
式
（
別
記
形
式
を
用
い
る
な
ど
）
に
独
自
性
は
あ
る
も
の
の
、
説
話
自
体
の
内
容
と
し
て

は
大
部
分
が
、
何
ら
か
の
典
拠
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
次
章
で
み
る
よ
う
に
、
典
拠
に
関
す
る
指
摘
は
数
少
な
い
。

　
本
稿
で
は
、
説
話
評
論
と
言
わ
れ
る
「
撰
集
抄
』
の
表
現
と
類
似
し
た
箇
所
を
い
く
つ
か
指
摘
し
た
い
。
ま
た
、
受
容
の
方
法
は
、
典
拠
と

す
る
作
品
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
『
撰
集
抄
』
か
ら
の
場
合
、
説
話
自
体
よ
り
、
評
の
部
分
か
ら
の
受
容
が
目
立
つ
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
受
容
の

方
法
の
特
徴
を
検
討
し
、
そ
こ
か
ら
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
姿
勢
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。
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二
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
出
典
研
究
史
に
つ
い
て



　
ま
ず
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
出
典
を
扱
う
論
文
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
出
典
研
究
は
、
多
く
な
い
。
年
代
順
に
み

て
い
く
と
、

　
　
市
古
貞
次
氏
『
楊
鴫
暁
筆
』
翻
刻
の
解
説
・
頭
注
、

　
　
石
川
透
氏
「
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
在
原
業
平
記
事
」
（
一
九
九
三
年
・
七
月
・
「
江
戸
川
女
子
短
期
大
学
教
員
研
修
会
会
報
」
）
、

　
　
黒
田
彰
氏
「
剣
巻
覚
書
ー
土
蜘
蛛
草
子
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
長
谷
川
端
氏
編
『
太
平
記
と
そ
の
周
辺
』
所
収
・
新
典
社
・
平
成
六
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
彰
氏
『
中
世
説
話
の
文
学
的
環
境
・
続
』
・
笠
間
書
院
・
平
成
七
年
再
録
）

　
　
安
田
孝
子
氏
「
後
世
に
お
け
る
『
撰
集
抄
』
受
容
」
（
安
田
孝
子
氏
『
説
話
文
学
の
研
究
　
撰
集
抄
・
唐
物
語
・
沙
石
集
』
和
泉
書
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
七
年
二
月
）

な
ど
で
あ
る
。

　
石
川
氏
は
、
「
楊
鴫
暁
筆
』
の
「
在
原
業
平
」
の
記
事
が
「
玉
伝
深
秘
巻
』
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
『
玉
伝
深
秘
巻
』

の
異
本
で
あ
る
『
金
玉
双
義
』
の
記
述
の
方
が
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
記
事
に
近
い
と
す
る
。
又
、
市
古
氏
の
頭
注
に
も
あ
る
よ
う
に
後
半
の
あ
る

部
分
は
「
無
名
抄
』
に
拠
り
、
な
か
で
も
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
東
京
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
と
源
直
頼
書
写
臨
写
内
閣
文
庫
蔵
本
が
近
い
と
指
摘

す
る
。
そ
し
て
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
「
業
平
は
聖
観
音
の
化
身
…
…
」
な
ど
は
、
「
室
町
物
語
」
や
中
世
『
伊
勢
物
語
』
注
釈
書
の
『
和
歌
知
顕

集
」
な
ど
に
も
記
さ
れ
、
「
文
学
分
野
を
越
え
た
、
い
か
に
も
中
世
的
記
述
で
あ
る
」
と
す
る
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
記
事
を
中
世
古
注
釈
類
と
の

関
係
の
中
で
論
じ
て
い
る
。

　
黒
田
氏
の
論
文
は
、
「
剣
巻
」
と
注
釈
書
類
と
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
で
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
が
中
心
で
は
な
い
が
、
論
の
中
で
一
部
『
楊
鴫
暁

筆
』
と
の
関
わ
り
を
指
摘
し
、
「
剣
巻
」
の
よ
う
な
半
ば
独
立
し
た
作
品
は
、
位
置
付
け
が
難
し
い
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
特
徴
は
中
世
の
世
界

に
お
い
て
格
段
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
と
し
、
「
剣
巻
」
の
注
釈
的
側
面
を
中
心
に
論
じ
て
い
る
。
ち
な
み
に
『
楊
鴫
暁
筆
』
と
関
連
あ
る
箇

所
を
あ
げ
る
と
、
「
剣
巻
」
の
”
刀
剣
礼
讃
序
”
と
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
注
釈
書
の
記
事
の
説
を
あ
げ
る
中
で
、
同
じ
よ
う
な
説
が
『
楊
鴫
暁
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筆
」
一
六
・
五
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
又
、
蜘
蛛
切
謂
の
生
成
を
考
え
る
う
え
で
土
蜘
蛛
退
治
謂
（
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
巻
五
「
朝
敵
揃
」

や
「
太
平
記
」
巻
十
「
日
本
朝
敵
事
」
等
）
の
異
伝
と
し
て
「
楊
鴫
暁
筆
』
十
六
・
一
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
れ
と
よ
く
似
た
話
が
『
太
平
記
』

巻
三
十
二
「
鬼
丸
鬼
切
事
」
に
あ
り
（
「
異
伝
と
見
倣
得
る
」
と
す
る
）
、
こ
の
話
も
「
楊
鴫
暁
筆
』
十
六
中
に
採
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。

　
両
氏
と
も
注
釈
書
類
と
の
関
連
を
指
摘
し
、
こ
こ
か
ら
も
そ
の
出
典
か
ら
『
楊
鴫
暁
筆
』
が
説
話
集
の
み
な
ら
ず
、
広
範
な
分
野
に
関
わ
り

を
持
つ
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
拙
稿
で
『
楊
鴫
暁
筆
』
巻
十
（
似
類
下
）
第
二
十
九
「
延
喜
帝
」
の
記
事
が
、
他
の
「
日
蔵
上
人
蘇
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
）

謹
」
に
比
べ
、
『
平
家
打
聞
』
と
類
似
す
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
の
こ
と
も
こ
れ
ら
の
問
題
と
重
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

　
安
田
氏
は
、
様
々
な
箇
所
の
『
撰
集
抄
』
の
受
容
を
あ
げ
る
中
で
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
巻
九
「
贈
西
上
人
化
女
」
が
、
『
撰
集
抄
』
巻
三
－
第
七

話
「
暗
西
上
人
施
女
衣
」
か
ら
「
概
略
意
を
取
り
記
述
し
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
又
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
同
巻
の
「
江
口
長
者
」

と
題
す
る
性
空
上
人
説
話
は
「
『
撰
集
抄
」
巻
六
ー
第
一
〇
話
「
性
空
上
人
事
」
に
関
連
す
る
も
の
の
、
『
三
国
伝
記
』
板
本
の
系
統
に
一
層
類

似
し
て
お
り
、
こ
の
話
は
「
『
撰
集
抄
』
か
ら
の
直
接
引
用
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
す
る
。
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三
、
『
撰
集
抄
』
と
の
類
似
の
表
現

　
『
撰
集
抄
』
の
表
現
と
関
連
の
あ
る
箇
所
を
、
い
く
つ
か
検
討
し
て
み
た
い
。
『
楊
鴫
暁
筆
」
中
、
「
撰
集
抄
』
か
ら
説
話
自
体
を
引
い
て
い

る
の
は
、
安
田
氏
が
指
摘
さ
れ
た
一
話
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
他
、
説
話
自
体
で
な
く
、
評
論
部
分
の
表
現
の
類
似
は
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。

第
三
節
で
は
、
「
撰
集
抄
」
の
評
の
部
分
と
関
わ
り
の
あ
る
次
の
四
例
を
、
第
四
節
で
は
『
撰
集
抄
』
の
説
話
自
体
を
受
容
し
て
い
る
「
略
西

上
人
化
女
」
の
例
を
、
そ
の
次
話
（
「
漢
土
斎
会
化
女
」
）
の
後
に
付
さ
れ
て
い
る
「
別
記
文
」
（
二
字
下
げ
の
箇
所
を
指
す
。
以
下
同
）
を
も

含
め
て
検
討
し
た
い
。
典
拠
か
ら
の
受
容
の
方
法
も
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
典
拠
か
ら
、
そ
の
大
部
分
を
ほ
と
ん
ど
手
を
加
え
ず
に
採

り
入
れ
て
い
る
例
か
ら
み
て
い
き
た
い
。



　
　
　
　
1
、
　
巻
二
の
第
二
「
修
棲
婆
王
」

　
巻
二
の
第
二
「
修
棲
婆
王
」
で
、
『
撰
集
抄
』
か
ら
採
っ
て
い
る
の
は
、
「
別
記
文
」
の
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
、
管
見
に
入
っ
た
ど
の

（
注
3
）

諸
本
も
、
別
記
扱
い
に
な
っ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
『
撰
集
抄
』
巻
一
・
第
四
「
七
条
皇
后
長
歌
」
の
話
末
評
の
部
分
と
ほ
ぼ
同
文

　
（
注
4
）

で
あ
る
。

『
楊
鴫
暁
筆
』
巻
二
・
第
二
「
修
棲
婆
王
」

　是
は
賢
愚
経
の
説
幽
。
誠
に
妻
子
珍
宝
及
王
位
、
臨
命
終
時
不
随
身

と
て
、
三
途
の
ち
ま
た
中
有
の
旅
に
は
妻
子
珍
宝
身
に
そ
は
ざ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
a

み
な
ら
ず
、
還
て
悪
趣
に
た
“
よ
ふ
中
だ
ち
と
な
り
な
ん
か
し
。
さ

れ
ば
此
事
ま
ぼ
ろ
し
の
し
ば
し
の
程
の
愛
着
な
く
菩
提
の
と
ざ
し
と

　
　
　
　
b
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C

な
ら
ん
心
う
さ
を
思
ひ
と
り
給
へ
る
に
や
。
只
戒
及
施
不
放
逸
今
世

　
　
　
（
注
5
）

後
世
為
律
（
伴
）
侶
と
て
、
冥
途
中
有
の
悪
道
に
は
、
戒
施
不
放
逸
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

み
こ
そ
身
を
た
す
く
な
れ
。
し
か
じ
、
は
や
く
愛
着
の
き
つ
な
を
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
、
戒
施
の
福
を
た
く
は
へ
ん
に
は
、
と
思
召
し
り
給
け
る
、
¶

ぢ
㎞
治
ル
に
さ
は
ロ
ピ
に
ヘ
ピ
い
は
む
防
療
ル
ば

『
撰
集
抄
』
巻
一
・
第
四
　
「
七
条
皇
后
長
歌
」

…
…
…
…
実
に
、
妻
子
珍
宝
及
王
位
、
臨
命
終
時
不
随
身
と
て
、
三

途
の
ち
ま
た
中
有
の
旅
に
は
、
妻
子
珍
宝
身
に
そ
は
ざ
る
の
み
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
a

ず
、
帰
て
悪
趣
に
た
“
よ
ふ
物
也
。
さ
れ
ば
、
此
ま
ぼ
ろ
し
の
、
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ば
し
の
ほ
ど
の
愛
着
、
な
が
く
菩
提
の
戸
ざ
し
た
ら
ん
、
心
憂
に
非

ー
　
　
k
ー

ず
や
。
唯
戒
及
施
不
放
逸
　
今
世
後
世
為
伴
侶
と
て
、
冥
途
の
悪
み

ち
に
は
、
戒
施
不
放
逸
の
み
こ
そ
、
身
を
ば
た
す
く
な
れ
。
し
か
じ
、

　
d

早
恩
愛
を
ふ
り
す
て
戒
施
の
功
徳
を
た
く
わ
へ
ん
、
と
思
侍
れ
ど
、

閨
対
愚
藺
舵
、
ぱ
ル
骸
パ
難
慰
閃
、
｜
ま
パ
必
す
ぐ
す
に
侍
り
。
　

然
ゐ
㎏
に
ー
此
巨
粒
の
ビ
織
挺
溌
h
恰
ル
治
勤
給
け
ん
に
浦
汕
し
き
に
は
…

非
擢
門
道
川
護
滅
羅
ば
，
ざ
り
け
舵
ぽ
こ
ぞ
、
｜
亦
も
見
え
給
は
ざ

渇
け
ρ
、
1
庫
潰
K
覚
待
約
巨
捲
て
治
往
生
め
濠
懐
を
遂
給
冷
ば
パ
最

穎
那
接
繊
内
け
口
閂
伊
勢
励
屍
⑪
に
レ
パ
日
［
ぞ
侍
櫛
繊
ど
、
す
㍉
み
に
あ

涯
巨
清
U
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比
較
し
て
み
る
と
A
・
B
部
分
は
、
独
自
の
文
で
あ
る
。
大
部
分
が
典
拠
を
持
つ
も
の
の
”
修
模
婆
王
”
を
末
尾
で
称
讃
し
、
「
本
文
」
に

あ
う
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
依
拠
部
分
で
は
、
傍
線
部
分
が
異
な
る
が
、
c
は
漢
字
の
意
味
自
体
は
類
似
、
d
も
、
「
恩
愛
」

は
、
仏
教
で
説
く
消
極
的
な
恩
の
一
つ
で
、
断
ち
切
ら
な
い
と
な
ら
な
い
親
子
、
夫
婦
の
愛
を
示
し
、
「
愛
着
の
き
つ
な
」
と
す
る
も
の
の
意

味
は
同
じ
で
あ
る
。
a
で
は
”
中
だ
ち
”
と
修
飾
す
る
。
こ
れ
は
『
撰
集
抄
』
で
は
、
妻
子
を
完
全
に
捨
て
る
の
に
対
し
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
で

は
、
妻
子
を
布
施
に
さ
し
出
す
も
の
の
、
返
さ
れ
て
戻
っ
て
き
て
、
「
つ
つ
が
な
く
暮
ら
し
た
」
と
す
る
た
め
、
妻
子
を
「
悪
趣
に
た
“
よ
ふ

物
」
と
断
定
で
き
ず
「
中
だ
ち
」
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
又
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
で
は
、
「
な
り
な
ん
か
し
」
「
思
ひ
と
り
給
へ
る
に
や
」
な
ど
語
り

手
の
思
い
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
撰
集
抄
』
の
方
が
論
説
的
な
語
り
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
文
意
の
違
い
は
き
わ
め
て
少
な
い

と
い
え
る
。
「
妻
子
珍
宝
及
王
位
、
臨
命
終
時
付
随
身
」
や
「
戒
施
不
放
逸
、
今
世
後
世
為
伴
侶
」
の
偶
は
広
く
人
口
に
膳
灸
し
た
語
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
6
）

他
の
作
品
、
『
宝
物
集
』
、
『
古
事
談
』
、
『
古
今
著
聞
集
』
、
『
往
生
要
集
』
、
『
と
は
ず
が
た
り
』
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
偏
の
み
を
引

用
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
前
後
の
文
章
ま
で
こ
の
よ
う
に
、
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
の
は
『
撰
集
抄
』
の
み
で
、
こ
こ
は
、
『
撰
集
抄
』
に
拠
っ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
「
本
文
」
（
説
話
部
分
）
の
典
拠
は
未
詳
で
あ
る
。
こ
の
話
は
、
”
修
棲
婆
王
”
が
、
実
の
道
を
求
め
る
た
め
に
、
妻
子
ま

で
も
夜
叉
（
実
は
毘
沙
門
天
の
化
身
）
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
も
捧
げ
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
の

「
別
記
文
」
冒
頭
で
「
是
は
賢
愚
経
の
説
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
又
、
市
古
氏
の
頭
注
に
も
あ
る
よ
う
に
『
賢
愚
経
』
一
、
「
梵
天
請
法
六
事

品
第
一
」
が
原
典
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
典
か
ら
直
接
採
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
又
、
「
此
の
世
の
あ
だ
な
る
こ
と
を
思
召
つ
ら
ぬ
れ
ば
…
…

橦
も
の
こ
ら
ず
、
春
の
朝
に
花
を
な
が
め
、
秋
の
夕
に
月
に
う
そ
ぶ
く
と
も
が
ら
…
…
」
な
ど
和
語
的
な
表
現
を
多
く
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら

も
原
典
以
外
の
何
ら
か
の
典
拠
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
話
は
『
撰
集
抄
』
に
は
な
い
。
「
別
記
文
」
と
「
本
文
」
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
典
拠
を
持
ち
、
そ
れ
ら
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
た
形
で
こ
の
一
話
は
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
『
撰
集
抄
』
の
「
七
条
皇
后
長
歌
」
の
説
話
は
、
七
条
の
皇
后
が
亡
く
な
っ
た
為
、
あ
る
人
が
そ
の
御
所
に
仕
え
て
い
た
伊
勢
と
い
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う
女
房
に
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
返
事
と
し
て
伊
勢
が
長
歌
1
“
皇
后
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
、
仕
え
て
い
た
人
と
も
別
れ

て
し
ま
い
、
御
所
に
と
ど
ま
る
も
の
と
い
え
ば
、
穂
の
出
た
薄
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
穂
が
空
に
向
か
っ
て
手
招
い
て
も
、
寄
る
こ
と
な
く
鳴
き

渡
っ
て
い
く
初
雁
の
よ
う
に
私
も
泣
き
な
が
ら
よ
そ
か
ら
御
所
を
眺
め
や
る
こ
と
で
し
ょ
う
”
と
い
う
内
容
の
も
の
ー
を
詠
ん
だ
。
そ
れ
を
見

た
“
国
行
の
三
位
”
が
発
心
し
、
妻
子
を
ふ
り
す
て
て
出
家
し
、
姿
を
隠
し
た
と
い
う
話
で
、
出
家
し
た
国
行
の
三
位
を
称
讃
す
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
「
修
棲
婆
王
」
の
、
実
の
道
を
求
め
る
た
め
に
は
妻
子
を
も
布
施
に
さ
し
出
す
話
と
、
趣
旨
を
同
じ
く

す
る
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
趣
旨
の
似
た
説
話
の
評
を
「
別
記
文
」
と
し
て
採
り
入
れ
て
、
こ
の
話
の
解
釈
と
し
て
い
る
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
「
修

棲
婆
王
」
は
、
説
話
と
評
（
「
本
文
」
と
「
別
記
文
」
）
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
典
拠
を
持
つ
も
の
の
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
独
自
性
を
出

し
、
従
来
に
な
い
一
話
を
生
み
出
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
　
　
　
2
、
巻
二
の
第
五
「
阿
育
大
王
」

　
こ
の
例
も
、
1
の
場
合
と
同
じ
く
、
部
分
的
に
『
撰
集
抄
』
か
ら
採
っ
て
い
る
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
1
の
「
修
棲
婆
王
」
の
例
と
違
い
、

「
別
記
文
」
で
は
な
く
、
「
本
文
」
中
に
『
撰
集
抄
』
の
評
の
部
分
を
採
り
入
れ
て
い
る
。
「
本
文
」
の
典
拠
は
、
未
詳
で
あ
る
。
但
し
、
割
注

や
、
市
古
氏
の
頭
注
に
あ
る
と
お
り
、
『
阿
育
王
経
』
巻
一
（
経
律
異
相
二
四
）
や
『
西
域
記
』
と
は
重
な
る
。
こ
の
「
阿
育
大
王
」
の
話
は

“
阿
育
王
”
の
悪
行
を
も
含
め
た
諸
行
を
記
し
た
後
、
こ
の
王
が
亡
く
な
る
直
前
、
百
億
の
金
を
賢
聖
に
布
施
し
よ
う
と
し
た
が
諸
臣
に
戒
め

ら
れ
た
為
に
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
記
し
、
自
分
が
未
だ
王
で
あ
る
の
に
、
諸
臣
が
王
に
奉
っ
た
阿
摩
落
果
の
実
（
そ
れ
も
半
分
が
朽
ち
て

い
る
）
し
か
自
由
に
な
ら
な
か
っ
た
と
し
て
、
嘆
息
し
つ
つ
、
そ
の
半
果
を
鶏
園
に
送
り
衆
僧
に
施
し
、
供
養
と
し
た
と
す
る
。
そ
の
す
ぐ
後

に
、
「
哀
な
る
御
事
な
り
。
…
…
」
と
解
釈
・
評
と
思
わ
れ
る
部
分
が
続
く
。
こ
の
話
は
、
話
末
に
「
別
記
文
」
が
あ
る
。
通
常
「
別
記
文
」

に
な
っ
て
い
る
内
容
を
見
る
と
、
特
に
話
末
に
あ
る
場
合
、
「
本
文
」
の
解
釈
、
評
、
感
想
な
ど
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
普
通
な
ら
、

こ
の
「
哀
な
る
御
事
な
り
。
…
…
」
か
ら
別
記
扱
い
に
な
っ
て
い
て
も
不
自
然
で
は
な
い
箇
所
で
あ
る
。
し
か
し
、
諸
本
に
、
こ
の
部
分
を
別
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記
扱
い
に
し
て
い
る
も
の
は
な
い
。

　
さ
て
、
『
撰
集
抄
』
と
関
わ
る
の
は
「
哀
れ
な
る
御
事
な
り
。
」
と
し
た
あ
と
、
前
話
四
「
頂
生
王
」
の
こ
と
を
も
ふ
ま
え
た
文
の
後
、
「
返
々

心
う
く
侍
ら
ず
や
」
か
ら
で
あ
る
。

『
楊
鴫
暁
筆
』
巻
二
・
五
「
阿
育
大
王
」

　

m
詩
園
嵩
‖
團
門
雛
鍵
雄
磯
霧
謡
閨
劇
閣

顔
湖
ほ
山
竃
餐
濠
閨
山
澱
猛
翻
藁
ン
闘
繍
彼

護
挫
薬
ρ
澗
口
夷
ぬ
雲
渠
‖
蔑
‖
パ
姥
阿
閨

涯
麺
出
窩
‖
撫
‖
製
髭
鐘
鍾
竃
擁
嚢

麓
此
道
網
掲
褐
ぴ
，
ぎ
誓
炭
蜜
、
「
返
々
心
う
く
侍
ら
ず
や
。
む

な
し
く
北
芒
の
露
と
き
へ
ぬ
る
夕
は
、
む
つ
ま
し
か
り
し
妻
子
、
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

り
が
た
か
り
し
親
子
、
旧
圃
旧
圏
固
か
・
へ
や
は
つ
。
只
い
そ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

野
べ
に
を
く
り
、
一
片
の
煙
と
な
し
、

よ
こ
ぎ
る
雲
も
を
そ
れ
か
と
計
な
が
め
、

ゆ
ふ
べ
の
空
を
と
ぶ
ら
　
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
に
野
べ
を
尋
れ
ば
、
浅

茅
が
原
の
秋
の
風
音
す
さ
ま
じ
く
身
に
し
み
て
、
た
ま
く
名
残
と

見
ゆ
る
は
、
形
も
な
き
白
骨
計
也
。
し
か
あ
れ
ば
、
我
も
は
か
な
く

人
も
あ
だ
な
る
は
此
世
な
り
。
そ
れ
に
と
は
ぬ
を
う
ら
み
、
わ
か
る
・

を
歎
き
、
鳥
か
ね
の
こ
ゑ
を
か
こ
ち
、
か
り
の
や
ど
り
に
思
ひ
を
ま

　
　
a

し
、
長
世
の
つ
み
を
つ
く
り
侍
る
こ
と
は
、
あ
さ
ま
し
き
に
は
侍
ら

『
撰
集
抄
』
巻
一
・
第
六
「
越
後
上
村
見
」

…
…
は
や
、
無
常
の
鬼
に
と
ら
れ
侍
ら
ん
こ
と
、
「
返
ζ
心
憂
侍
り
。

　
　
　
　
　
郎

む
な
し
く
北
慈
の
露
と
き
え
ぬ
る
夕
べ
は
、
む
つ
ま
し
か
り
し
妻
子
、

難
去
か
り
し
親
子
も
、
か
・
へ
も
た
ん
と
云
事
や
侍
ら
ん
。
た
、
・
急

ぎ
て
野
辺
に
送
り
、
薪
に
－
つ
み
゜
【
、
一
片
の
姻
に
た
ぐ
へ
て
は
、
空

し
く
よ
こ
ぎ
る
雲
ば
か
り
を
う
ら
み
、
朝
に
行
て
別
れ
し
野
辺
を
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
み

れ
ば
、
浅
茅
が
原
の
秋
風
の
み
身
に
入
て
、
僅
に
名
残
と
み
ゆ
る
は
、

形
も
な
き
白
骨
也
。

　
然
ば
、
我
も
は
か
な
き
身
、
人
も
仇
な
る
世
也
。
其
に
思
ひ
を
染

て
、
と
は
ぬ
ま
を
、
う
ら
む
ら
さ
き
の
藤
の
花
、
何
と
て
松
に
か
・

り
そ
め
け
る
ぞ
と
、
か
り
の
身
に
恨
を
残
し
、
あ
ふ
こ
と
や
泪
の
玉
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ず
や
。
た
ま
く
此
身
を
う
け
、
ま
れ
く
仏
の
御
法
に
あ
い
奉
る

此
生
に
、
十
二
因
縁
、
流
転
の
環
を
き
り
、
廿
五
有
生
死
の
縛
を
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

り
は
て
ず
は
、
い
つ
の
時
を
か
期
す
べ
き
。
因
‖
フ
生
を
は
せ
過
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b

悪
趣
に
お
も
む
き
な
ば
、
侮
る
と
も
益
な
か
る
べ
し
。
然
に
法
灯
青

嵐
に
絶
な
ば
、
長
夜
の
や
み
も
照
し
が
た
く
、
法
水
白
浪
に
み
な
ぎ

ら
ば
、
生
死
の
海
も
わ
た
し
が
た
か
る
べ
し
。

　
　
な
ど
や
法
花
経
に
、
「
如
闇
得
灯
、
如
渡
得
船
」
と
と
か
れ
け

　
　
る
を
ば
信
じ
奉
ら
ざ
る
を
や
。
又
「
離
一
切
苦
、
能
解
一
切

　
　
生
死
の
縛
」
と
と
か
れ
た
れ
ば
、
信
ず
べ
き
は
此
法
也
。
貴

　
　
べ
き
妙
法
な
り
。

の
を
と
な
り
け
ん
、

悲
て
、
か
り
の
や
ど
に
思
を
増
、

べ
き
。

つ
れ
奉
る
時
、

を
、

　
さ
て
、

し
ば
し
た
ゆ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
a

お
ち
て
み
だ
る
・
う
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
“
は
か
な
き
愛
着
に
ぞ
侍
る

　
た
ま
く
人
界
の
生
を
う
け
て
、
難
遭
妙
法
に
あ
く
ま
で
む

　
　
　
　
十
二
因
縁
流
転
環
を
き
り
、
廿
五
有
生
死
の
き
つ
な

く
り
果
給
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
今
生
物
憂
て
は
せ
過
て
、
悪
趣
に
お
も
む
き
な
ば
、
億
劫

に
も
あ
が
り
か
た
か
る
べ
し
。
昔
五
戒
十
善
の
力
に
よ
り
侍
り
て
、

悪
趣
の
ち
ま
た
を
離
れ
侍
り
て
、
又
、
人
界
へ
来
た
り
と
も
、
法
燈

末
に
望
て
、
風
に
ほ
の
め
く
時
な
ら
ば
、
長
夜
の
闇
を
も
、
照
す
事

か
た
か
る
べ
し
。
法
水
終
て
此
所
に
帰
ば
、
生
死
海
の
舟
を
よ
そ
へ

ず
し
て
こ
そ
、
又
、
悪
趣
へ
お
も
む
き
侍
ら
ん
ず
ら
め
と
、
悲
覚
え

侍
り
。
（
…
…
以
下
続
）

（
＊
表
中
、
点
線
で
囲
ん
だ
「
薪
に
つ
み
て
」
の
語
は
「
阿
育
大
王
」
に
見
ら
れ
な
い
語
）

　
表
で
は
、
評
の
内
容
が
始
ま
る
箇
所
か
ら
全
て
を
あ
げ
た
。
『
撰
集
抄
』
と
関
わ
る
の
は
、
五
行
目
（
表
中
「
を
付
し
た
箇
所
）
か
ら
で
、

先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
”
評
”
の
初
め
（
網
掛
け
A
）
は
、
前
話
を
も
踏
ま
え
た
形
で
独
自
の
表
現
で
ま
と
め
て
い
る
。
ア
、
イ
、
ウ
の
部

分
は
、
典
拠
に
は
な
く
、
付
け
加
え
て
い
る
も
の
だ
が
、
そ
の
違
い
は
わ
ず
か
で
文
意
自
体
に
影
響
は
な
く
、
全
て
依
拠
す
る
表
現
に
よ
っ
て

導
き
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
傍
線
a
、
b
は
表
現
が
異
な
る
が
、
文
意
は
同
じ
で
あ
る
。
波
線
部
分
は
、
全
く
異
な
る
表
現
に
変
え
て
採
り

入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
『
撰
集
抄
』
の
波
線
部
分
、
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と
は
ぬ
ま
を
、
う
ら
む
ら
さ
き
の
藤
の
花
、
何
と
て
松
に
か
・
り
そ
め
け
る
ぞ
と

は
、
『
詞
花
和
歌
集
」
の
2
5
7
俊
子
内
親
王
大
進
の
歌

　
　
　
　
　
ひ
さ
し
く
を
と
せ
ぬ
お
と
こ
に
つ
か
は
し
け
る

　
　
と
は
ぬ
ま
を
う
ら
む
ら
さ
き
に
さ
く
藤
の
何
と
て
ま
つ
に
か
・
り
そ
め
け
む

を
基
と
し
、
又

　
　
あ
ふ
こ
と
や
泪
の
玉
の
を
と
な
り
け
ん
、
し
ば
し
た
ゆ
れ
ば
、
お
ち
て
み
だ
る
・
う
さ
と
悲
て

は
『
詞
花
和
歌
集
」
の
2
5
2
平
兼
盛
の
歌
（
他
本
・
三
奏
本
は
平
公
誠
と
な
っ
て
い
て
、
公
誠
が
正
し
い
と
す
る
）

　
あ
ふ
こ
と
や
涙
の
玉
の
緒
な
る
ら
ん
し
ば
し
絶
ゆ
れ
ば
落
ち
て
み
だ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
7
）

を
ふ
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
で
は
そ
の
部
分
を

　
　
わ
か
る
・
を
歎
き
、
鳥
か
ね
の
こ
ゑ
を
か
こ
ち

と
し
、
あ
え
て
和
歌
を
ふ
ま
え
た
表
現
は
採
り
入
れ
ず
、
そ
の
表
現
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
の
み
を
簡
略
に
記
し
て
い
る
。
点
線
部
分
は
『
撰
集

抄
』
の
表
現
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
「
法
灯
青
嵐
」
、
「
法
水
白
波
」
と
文
意
を
ま
と
め
、
簡
略
に
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
全
体
を
通
し
て
、
こ
の

『
撰
集
抄
』
の
「
越
後
上
村
見
」
の
評
部
分
に
沿
う
形
で
忠
実
に
採
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
又
、
「
別
記
文
」
は
「
法
華
経
』
の
「
薬
王

菩
薩
本
事
品
」
を
ふ
ま
え
、
『
撰
集
抄
』
の
表
現
は
用
い
て
お
ら
ず
、
一
応
独
自
の
文
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
『
撰
集
抄
』
に
拠
っ
て
い
る
箇

所
の
文
意
の
強
調
、
或
い
は
追
補
と
い
う
形
で
、
こ
れ
も
『
撰
集
抄
』
の
影
響
を
多
分
に
受
け
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
例
も
、
評
の
大
部
分
を
、
「
撰
集
抄
」
に
拠
り
つ
つ
ま
と
め
て
お
り
、
そ
の
ま
と
め
方
ー
典
拠
か
ら
引
い
た
文
の
前
後
に
独
自
の
文
を

加
え
て
ま
と
め
る
ー
も
前
の
例
と
同
様
で
あ
る
。
又
、
こ
の
『
撰
集
抄
』
の
「
越
後
上
村
見
」
の
説
話
も
、
少
し
の
命
を
長
ら
え
る
た
め
に
老

い
も
若
き
も
人
の
心
を
だ
ま
し
て
人
．
馬
ま
で
も
売
買
す
る
様
子
を
嘆
く
話
で
、
世
の
無
常
を
歎
く
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
「
阿
育
大
王
」
の
話
と

趣
旨
を
同
じ
く
し
て
お
り
、
こ
れ
も
、
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
話
の
評
の
部
分
を
う
ま
く
採
り
込
ん
で
い
る
と
い
え
る
。
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3
、
巻
二
・
第
一
「
一
切
施
王
」

　
次
に
、
表
現
も
類
似
す
る
が
、
構
成
ま
で
採
り
こ
ん
で
い
る
例
を
見
る
。
巻
二
・
第
一
コ
切
施
王
」
の
「
別
記
文
」
の
部
分
と
『
撰
集
抄
』

巻
一
・
第
二
「
祇
薗
示
現
御
歌
」
の
評
の
部
分
と
の
比
較
で
あ
る
。
「
一
切
施
王
」
の
「
本
文
」
の
原
典
は
頭
注
で
は
『
薩
和
達
王
布
施
譲
国

後
還
為
王
」
三
（
経
律
異
相
二
六
）
と
し
て
い
る
。
但
し
「
⊥
ハ
度
集
経
」
二
に
も
、
同
様
な
話
が
あ
り
、
又
、
”
雪
山
童
子
”
の
説
話
と
話
形

が
類
似
す
る
。

　
こ
の
話
は
、
“
一
切
施
王
”
と
い
う
、
三
宝
を
敬
い
、
布
施
を
よ
く
す
る
王
の
話
で
あ
る
。
内
容
を
要
約
す
る
と
、
こ
の
王
は
、
隣
国
の
王

（
本
文
で
怨
王
と
す
る
）
が
攻
め
て
く
る
と
き
に
、
人
々
の
こ
と
を
考
え
、
自
ら
位
を
退
き
山
林
に
入
る
が
、
怨
王
は
何
と
か
こ
の
王
を
殺
そ

う
と
し
、
賞
金
を
懸
け
る
。
王
は
、
山
で
出
会
っ
た
｝
婆
羅
門
に
金
銭
を
与
え
る
た
め
、
婆
羅
門
と
一
緒
に
怨
王
の
も
と
に
赴
き
、
自
分
が
山

林
に
い
る
の
は
死
を
怖
れ
る
た
め
で
は
な
く
、
臣
民
の
為
で
あ
り
、
我
が
身
を
怨
王
に
任
せ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
の
行
動
に
感
動
し
た
怨
王

は
、
改
心
し
て
位
を
返
し
、
教
え
を
請
う
と
い
う
話
で
あ
る
。
『
撰
集
抄
』
の
「
祇
薗
示
現
御
歌
」
の
話
は
、
親
の
財
産
を
と
ら
れ
た
人
が
、

祇
薗
の
大
明
神
の
御
託
宣
を
聞
い
て
発
心
し
、
庵
を
作
っ
て
念
仏
に
励
む
。
そ
れ
を
知
っ
た
財
を
横
領
し
た
人
が
、
（
こ
の
念
仏
に
励
む
男
の
）

妻
子
に
そ
の
財
を
返
し
、
罪
を
悔
い
改
心
し
、
同
じ
庵
で
念
仏
に
励
み
、
同
じ
日
に
二
人
そ
ろ
っ
て
往
生
し
た
と
い
う
話
で
、
今
ま
で
の
例
と

同
様
に
両
話
は
全
く
別
の
説
話
な
が
ら
、
趣
旨
を
同
じ
く
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
比
較
す
る
と
、
コ
切
施
王
」
で
は
、
「
予
今
…
…
」
と
語
り
手
の
一
人
称
の
形
を
と
り
、
い
か
に
も
自
ら
の
感
想
を
述
べ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
『
撰
集
抄
』
の
「
祇
薗
示
現
御
歌
」
の
表
現
と
同
文
で
あ
る
。
（
二
重
傍
線
箇
所
）
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『
楊
鴫
暁
筆
』
　
巻
二
・
第
一
「
一
切
施
王
」

『
撰
集
抄
』
巻
一
・
第
二
「
祇
薗
示
現
御
歌
」

1

①
曇
此
事
を
聞
奉
る
に
、
そ
べ
う
に
涙
所
せ
き
ま
で
侍
り
。
此
世

①
此
事
を
聞
に
、
そ
“
う
に
涙
所
せ
き
ま
で
侍
り
。
如
此
よ
し
な
く

の
な
ら
ひ
を
思
ふ
に
、
さ
ま
で
な
き
事
さ
へ
、
人
に
は
ま
け
じ
と
よ

人
に
さ
ま
た
げ
を
な
さ
る
・
に
は
、
か
な
は
ぬ
ま
で
も
、
夜
ひ
る
隙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

る
ひ
る
ひ
ま
を
う
か
．
・
ひ
、
心
に
ご
・
ろ
を
つ
く
し
、
思
ひ
に
思
ひ

を
伺
て
、
す
“
う
に
心
を
つ
く
し
、
神
仏
に
詣
て
も
、
あ
し
か
れ
と

を
か
さ
ね
、
敵
を
の
み
な
さ
ん
と
此
世
空
し
く
来
世
い
た
づ
ら
に
成

の
み
祈
て
、
い
と
“
お
も
ひ
に
思
を
重
ね
、
ま
す
く
嘆
に
嘆
を
そ

は
て
ぬ
る
は
、
人
の
世
の
な
ら
ひ
そ
か
し
。

へ
て
、
此
世
む
な
し
く
、
来
世
い
た
づ
ら
に
成
は
て
ぬ
る
は
、
世
中

の
人
な
る
ぞ
か
し
。
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③
印
度
も
ろ
こ
し
我
朝
に
、
つ
ら
く
昔
の
跡
を
訪
ひ
、
憂
事
に
逢

て
世
を
の
が
る
・
は
お
ほ
く
侍
れ
ど
も
、
よ
ろ
こ
び
あ
り
て
身
を
捨

し
人
を
ば
、
い
ま
だ
き
か
ず
。
誠
に
こ
れ
よ
り
は
久
遠
正
覚
の
如
来

の
か
り
に
ち
り
に
ま
じ
は
り
給
ふ
ら
ん
と
、
か
た
じ
け
な
く
貴
く
も

侍
り
。

③
印
度
、
も
ろ
こ
し
、
我
朝
に
、
つ
ら
く
昔
の
　
を
訪
に
、
う
き

事
に
あ
ひ
て
の
が
る
・
類
は
多
く
侍
れ
ど
も
、
未
聞
、
よ
ろ
こ
び
有

て
世
を
捨
と
は
。
さ
れ
ば
往
生
の
素
懐
を
と
げ
給
も
理
也
。
和
光
利

物
の
御
め
ぐ
み
、
返
ζ
も
か
た
じ
け
な
く
侍
り
。
「
本
躰
盧
舎
那
、

久
遠
成
正
覚
、
為
度
衆
生
故
、
示
現
大
明
神
」
是
也
。
久
遠
正
覚
の

如
来
、
雑
類
同
塵
し
給
ら
ん
、
殊
に
か
た
じ
け
な
く
侍
り
け
り
。

　
三
つ
の
段
落
に
分
け
て
み
て
い
き
た
い
。
①
は
、
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、
『
撰
集
抄
』
の
「
祇
薗
示
現
御
歌
」
の
波
線
部
分
は
、
採
っ
て
い

な
い
。
こ
の
波
線
部
分
1
は
、
「
祇
薗
示
現
御
歌
」
の
説
話
の
具
体
的
な
行
動
を
さ
し
て
お
り
、
「
一
切
施
王
」
の
話
に
は
不
適
切
な
た
め
、

あ
え
て
、
採
り
入
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
傍
線
部
分
は
、
表
現
を
変
え
て
い
る
箇
所
で
、
こ
れ
も
説
話
に
あ
う
形
に
変
え
て
採
り
入
れ
て

い
る
。
説
話
と
矛
盾
し
な
い
よ
う
な
採
り
込
み
方
を
し
て
い
る
。

　
②
は
、
全
く
異
な
る
部
分
で
あ
る
。
「
祇
薗
示
現
御
歌
」
で
は
、
説
話
部
分
の
一
つ
一
つ
の
具
体
的
な
行
動
に
対
す
る
評
と
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
財
産
を
取
ら
れ
た
男
の
心
映
え
と
発
心
を
称
讃
し
、
そ
の
後
、
「
又
、
押
取
け
ん
人
の
発
心
は
…
…
」
と
し
て
、
改
心
し
、
発
心
し
た

男
を
一
層
立
派
だ
と
誉
め
讃
え
て
い
る
。
こ
こ
は
、
説
話
の
内
容
と
切
に
関
わ
る
為
、
そ
の
ま
ま
を
採
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
さ
て
、
コ
切
施
王
」
で
の
内
容
を
み
る
と
、
自
ら
の
「
本
文
」
に
即
し
て
、
『
撰
集
抄
』
の
「
祇
薗
示
現
御
歌
」
と
同
じ
方
法
で
、

「
本
文
」
部
分
の
評
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
祇
薗
示
現
御
歌
」
と
同
じ
く
、
ま
ず
先
に
、
布
施
を
よ
く
し
、
臣
民
の
為
に
自
ら
位
を

退
い
た
“
一
切
施
王
”
の
素
晴
ら
し
さ
、
心
の
貴
さ
を
称
讃
し
、
そ
の
後
で
、
「
又
、
怨
王
の
悔
返
し
給
ひ
し
…
…
」
と
、
怨
王
の
改
心
を
ま

す
ま
す
も
っ
て
貴
い
と
称
讃
す
る
。
「
祇
薗
示
現
御
歌
」
と
、
同
じ
方
法
を
も
っ
て
説
話
の
具
体
的
な
評
、
解
釈
と
し
、
又
、
改
心
し
た
方
を

称
讃
す
る
理
由
も
、
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さ
様
の
敵
な
ど
の
出
家
遁
世
せ
ん
は
、
い
と
“
う
れ
し
く
て
、
ま
す
く
財
宝
に
こ
そ
つ
な
が
る
べ
き
に
（
「
祇
薗
示
現
御
歌
」
）

　
　
又
は
か
ら
め
と
ら
れ
て
も
来
な
ば
、
う
れ
し
く
て
ま
す
く
罪
を
も
行
は
な
る
べ
き
に
（
「
一
切
施
王
」
）

と
、
依
拠
し
て
い
る
と
い
え
る
。
表
現
を
内
容
に
あ
わ
せ
て
か
え
つ
つ
も
、
評
の
方
法
と
し
て
、
依
拠
し
て
い
る
。

　
③
は
、
要
約
し
つ
つ
、
ほ
ぼ
同
文
で
採
り
入
れ
て
い
る
。
但
し
、
波
線
部
分
2
は
、
「
一
切
施
王
」
に
は
、
み
ら
れ
な
い
。
こ
の

　
　
和
光
利
物
の
御
め
ぐ
み
、
返
ζ
も
か
た
じ
け
な
く
侍
り
。
「
本
躰
盧
舎
那
、
久
遠
成
正
覚
、
為
度
衆
生
故
、
示
現
大
明
神
」
是
也
。

は
、
『
諸
経
伽
陀
要
文
集
』
下
に

　
　
本
体
盧
舎
那
　
久
遠
成
正
畳
　
爲
度
衆
生
故
　
示
現
大
明
紳

と
あ
り
、
又
、
『
法
華
経
』
の
「
如
来
寿
量
品
第
十
六
」
に

　
　
爲
度
衆
生
故
　
方
便
現
浬
藥
　
而
實
不
滅
度
　
常
住
此
説
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
注
8
）

と
、
よ
く
見
ら
れ
る
掲
で
、
『
神
道
集
』
五
や
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
九
、
『
本
朝
神
仙
伝
』
四
「
泰
澄
」
に
も
類
似
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。
し
か

し
、
『
撰
集
抄
』
の
「
祇
薗
示
現
御
歌
」
で
の
”
生
あ
る
も
の
の
救
済
の
た
め
に
、
大
明
神
と
な
っ
て
姿
を
現
し
て
救
済
す
る
”
と
い
う
意
は
、

こ
の
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
「
一
切
施
王
」
で
は
”
毘
沙
門
”
が
変
化
し
て
お
り
、
ま
と
め
と
し
て
そ
ぐ
わ
な
い
為
、
引
用
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
典
拠
を
う
ま
く
使
い
つ
つ
、
矛
盾
が
な
い
よ
う
に
あ
わ
せ
て
ま
と
め
て
い
る
。

　
又
、
こ
こ
で
は
、
表
現
の
依
拠
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
別
記
文
」
の
構
成
ま
で
、
ま
ず
①
の
部
分
で
、
説
話
全
体
に
対
す
る
感
想
を
述
べ
、
次

に
②
の
部
分
で
、
本
文
に
対
す
る
具
体
的
な
評
・
解
釈
を
述
べ
、
最
後
に
③
の
部
分
で
、
ま
と
め
・
教
訓
・
全
体
の
評
を
述
べ
る
『
撰
集
抄
』

の
「
祇
薗
示
現
御
歌
」
の
評
の
構
成
方
法
に
拠
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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次
に
、

4
、
巻
三
「
一
切
持
太
子
」

『
撰
集
抄
』
の
二
つ
の
話
の
評
の
部
分
を
典
拠
と
し
て
い
る
例
を
見
て
い
き
た
い
。

巻
三
コ
切
持
太
子
」
の
例
で
、
こ
れ
も
、
『
撰



集
抄
』
を
引
い
て
い
る
の
は
「
別
記
文
」
の
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
「
一
切
持
太
子
」
の
「
本
文
」
の
部
分
は
、
典
拠
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
、

『
三
宝
絵
』
上
・
十
二
「
須
太
那
太
子
」
、
『
宝
物
集
』
巻
六
と
内
容
が
類
似
す
る
。
「
楊
鴫
暁
筆
』
で
は
“
一
切
持
太
子
”
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
S
u
d
a
n
a
の
訳
で
、
よ
く
布
施
を
す
る
人
の
意
で
、
音
写
で
は
“
須
太
那
太
子
”
、
“
須
達
撃
”
、
“
蘇
達
摯
”
、
訳
で
は
“
善
施
”
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
9
）

“
善
与
”
と
も
訳
さ
れ
る
。
『
太
平
記
』
巻
三
十
三
「
三
上
皇
自
芳
野
音
出
事
」
で
は
“
善
施
太
子
”
と
す
る
。

　
コ
切
持
太
子
」
は
、
何
で
も
布
施
を
す
る
太
子
の
話
で
あ
る
。
自
ら
深
山
に
入
り
、
つ
い
に
は
我
が
子
ま
で
も
布
施
に
さ
し
出
す
。
帝
釈

が
太
子
の
心
を
試
す
た
め
、
婆
羅
門
の
姿
と
な
り
、
妻
と
（
太
子
の
）
眼
を
乞
う
た
と
き
、
す
ぐ
に
布
施
を
承
諾
す
る
。
帝
釈
は
姿
を
現
し
、

布
施
に
さ
し
出
さ
れ
た
妻
、
眼
を
太
子
に
あ
づ
け
る
形
で
太
子
に
返
し
、
太
子
が
菩
提
を
成
じ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
言
し
な
が
ら
去
る
と
い

う
内
容
で
あ
る
。

　
こ
の
「
別
記
文
」
の
箇
所
が
『
撰
集
抄
』
巻
四
・
第
二
「
良
縁
僧
正
」
の
評
の
部
分
と
、
巻
一
・
第
七
「
新
院
御
墓
」
の
評
の
部
分
が
典
拠

と
な
る
。
説
話
の
内
容
を
確
認
し
て
お
く
と
、
「
良
縁
僧
正
」
の
話
は
、
“
良
縁
”
が
出
家
す
る
い
き
さ
つ
の
話
で
、
“
良
縁
”
は
捨
て
子
で
あ
っ

た
が
冨
家
の
大
殿
に
育
て
ら
れ
、
中
将
に
ま
で
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
あ
る
時
、
訪
ね
て
き
た
僧
か
ら
手
紙
を
渡
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
に

は
、
そ
の
僧
が
実
父
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
僧
は
妻
の
死
を
き
っ
か
け
に
最
近
出
家
し
た
ば
か
り
の
こ
と
、
そ
し
て
中
将
に
母
の
後
世
を

弔
う
よ
う
勧
め
る
た
め
、
こ
の
手
紙
を
書
い
た
こ
と
が
記
し
て
あ
っ
た
。
中
将
は
そ
れ
を
見
て
、
妻
子
に
も
別
れ
を
告
げ
ず
、
出
家
し
て
“
良

縁
”
と
名
乗
り
、
僧
正
に
ま
で
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
一
切
持
太
子
」
の
「
別
記
文
」
は
大
部
分
を
こ
の
話
の
評
に
拠
っ

て
い
る
。
「
新
院
御
墓
」
に
拠
っ
て
い
る
の
は
一
部
分
で
あ
る
。
拠
っ
て
い
る
箇
所
は
崇
徳
上
皇
の
御
陵
を
み
て
の
述
懐
の
箇
所
で
あ
る
。

『
楊
鴫
暁
筆
』
・
巻
三
コ
切
持
太
子
」

『
撰
集
抄
』
巻
四
・
第
二
「
良
縁
僧
正
」

　
A
①
泌
滅
違
薩
嬢
縁
経
に
口
…
…
…
、
…
見
奉
る
に
つ
け
て
を
う
か
な

①
此
事
、
お
ろ
か
な
る
心
に
も
、
哀
さ
身
に
し
み
て
や
る
方
な
く
侍

る
心
に
も
哀
さ
貴
さ
や
る
方
な
し
。
此
世
の
中
を
思
ふ
に
、
た
ま

り
。
人
の
習
、
我
身
世
に
有
て
、
父
母
の
後
世
を
訪
ひ
、
功
徳
を
も
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〈
無
常
の
こ
と
は
り
を
ば
思
ひ
出
る
や
う
な
れ
ど
も
、
昨
日
と
す

ぎ
、
け
ふ
と
く
れ
、
稀
に
生
死
の
は
か
な
さ
を
ば
し
る
と
い
へ
ど
も
、

こ
と
の
葉
計
に
て
と
し
を
送
り
月
を
む
か
へ
し
に
、

②
さ
て
も
此
君
の
清
涼
紫
辰
の
間
に
し
て
百
官
に
い
つ
か
れ
、
後
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
機
の
政

前
殿
の
う
て
な
に
三
千
の
宮
女
に
い
つ
き
か
し
つ
か
れ
、

を
掌
に
握
り
、
春
は
花
の
宴
を
専
に
し
、
秋
は
月
の
興
に
た
は
ぶ
れ

さ
せ
給
べ
き
御
身
の
、
栄
花
の
程
を
ひ
る
が
へ
し
、

③
や
す
く
も
や
つ
れ
給
へ
る
墨
染
の
も
す
そ
に
、
道
芝
の
露
は
ら
ひ

か
ね
つ
・
た
ど
り
あ
る
き
玉
ひ
け
ん
御
心
の
う
ち
、
た
と
へ
て
も
い

は
ん
方
な
し
。
そ
れ
に
む
つ
ま
し
か
り
し
御
父
は
・
う
へ
に
も
御
い

と
ま
を
も
申
さ
せ
給
は
ず
、
命
に
か
へ
が
た
か
り
し
妻
子
を
も
施
し

給
け
る
貴
さ
を
ば
、
い
か
で
か
三
世
の
仏
た
ち
も
見
す
て
さ
せ
た
ま

ふ
べ
き
と
お
ぼ
へ
侍
け
れ
ば
、
猶
貴
し
。

造
ら
む
な
ど
こ
そ
思
ふ
め
る
に
、
更
、
行
末
い
と
“
さ
か
ふ
べ
き
栄

華
の
藤
の
華
を
思
捨
て
、

『
撰
集
抄
』
巻
一
・
第
七
「
新
院
御
墓
」

②
清
冷
、
紫
辰
の
間
に
や
す
み
し
給
て
、

百
官
に
い
つ
か
れ
さ
せ
給
、

後
宮
後
房
の
う
て
な
に
は
、
三
千
の
美
翠
の
か
ん
ざ
し
あ
ざ
や
か
に

て
、
御
ま
な
じ
り
に
か
・
ら
ん
と
の
み
し
あ
は
せ
給
し
そ
か
し
。
万

機
の
政
を
、
掌
に
に
ぎ
ら
せ
給
ふ
の
み
に
あ
ら
ず
、
春
は
花
の
宴
を

専
に
し
、
秋
は
月
の
前
の
興
つ
き
せ
ず
侍
り
き
。
…
…

③
や
す
く
も
や
つ
れ
給
へ
る
墨
染
の
挟
に
、
道
し
ば
の
露
払
つ
・
た

ど
り
あ
り
き
給
け
ん
心
の
中
の
貴
さ
を
ば
、
争
三
世
の
仏
達
の
み
す

ご
さ
せ
給
べ
き
と
覚
侍
り
。
（
…
…
以
下
続
）
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①
、
③
と
は
、
『
撰
集
抄
』
の
「
良
縁
僧
正
」
に
拠
っ
て
い
る
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
コ
切
持
太
子
」
で
は
、
初
め
に
「
本
文
」
の
出
典
を
明

記
す
る
独
自
の
一
文
（
網
か
け
部
分
A
）
を
付
す
。
そ
し
て
、
「
を
う
か
な
る
心
に
も
哀
さ
貴
さ
や
る
方
な
し
」
と
「
良
縁
僧
正
」
の
表
現
を

引
く
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
傍
線
部
分
は
、
『
撰
集
抄
』

人
の
習
、
我
身
世
に
有
て
、
父
母
の
後
世
を
訪
ひ
、
功
徳
を
も
造
ら
む
な
ど
こ
そ
思
ふ
め
る
に
、
更
、
行
末
い
と
、
・
さ
か
ふ
べ
き
栄
華
の



　
　
藤
の
華
を
思
捨
て

に
対
し
、
『
楊
鴫
暁
筆
』

此
世
の
中
を
思
ふ
に
、
た
ま
く
無
常
の
こ
と
は
り
を
ば
思
ひ
出
る
や
う
な
れ
ど
も
、
昨
日
と
す
ぎ
、
け
ふ
と
く
れ
、
稀
に
生
死
の
は
か

　
　
な
さ
を
ば
し
る
と
い
へ
ど
も
、
こ
と
の
葉
計
に
て
と
し
を
送
り
月
を
む
か
へ
し
に
、

と
全
く
異
な
る
。
こ
れ
は
、
『
撰
集
抄
』
の
「
良
縁
僧
正
」
の
表
現
が
、
説
話
に
密
接
に
関
わ
り
、
「
父
母
の
後
世
を
訪
う
」
や
”
良
縁
”
が
藤

原
氏
に
育
て
ら
れ
、
中
将
に
ま
で
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
、
藤
原
氏
の
栄
華
を
示
す
「
栄
華
の
藤
の
華
」
の
語
な
ど
、
“
良
縁
”
の
行
動
に
対

す
る
具
体
的
な
評
と
な
っ
て
い
て
、
採
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
為
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
③
の
部
分
で
も
、
ま
た
「
良
縁
僧
正
」

の
評
の
部
分
か
ら
引
い
て
お
り
、
こ
の
部
分
も
少
な
い
が
「
良
縁
僧
正
」
に
拠
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

②
は
、
『
撰
集
抄
』
の
「
新
院
御
墓
」
の
述
懐
部
分
、
上
皇
が
政
を
行
な
っ
て
い
た
頃
の
華
や
か
さ
を
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
太
子
の
出
家
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
0
）

け
れ
ば
あ
り
え
た
恵
ま
れ
た
状
況
に
み
た
て
て
描
い
て
い
る
。
こ
の
表
現
は
、
『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
・
感
傷
の
「
長
恨
歌
」

　
　
承
歓
侍
宴
無
専
夜
　
春
従
春
遊
夜
専
夜

　
　
後
宮
佳
麗
三
千
人
　
三
千
寵
愛
在
一
身

が
基
で
、
類
似
す
る
表
現
は
他
の
作
品
で
も
多
い
。
但
し
「
清
涼
紫
辰
の
間
」
、
「
百
官
」
、
「
三
千
」
、
「
万
機
の
政
を
掌
に
握
り
」
な
ど
の
並
び
方
が

同
じ
な
の
は
、
こ
こ
の
み
で
あ
る
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
で
は
、
「
本
文
」
に
合
わ
せ
て
、
二
重
傍
線
部
分
、
『
撰
集
抄
』
で
「
三
千
の
美
翠
の
か
ん
ざ
し

…
…
」
と
三
千
人
の
美
女
の
形
容
を
し
て
い
る
箇
所
を
、
「
三
千
の
宮
女
に
い
つ
き
か
し
ず
か
れ
…
…
」
（
『
楊
鴫
暁
筆
』
）
と
変
え
、
波
線
部
分

の
、
院
の
寵
愛
を
受
け
よ
う
と
、
美
女
た
ち
が
争
っ
た
り
す
る
表
現
は
避
け
る
な
ど
、
『
撰
集
抄
』
に
拠
り
な
が
ら
も
、
表
現
を
選
ん
で
い
る
。

③
は
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
方
が
典
拠
よ
り
も
長
文
と
な
っ
て
い
る
。
（
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
）
点
線
部
分
は
独
自
に
付
け
加
え
て
い
る
部
分
で
、
「
妻

子
を
も
施
す
」
な
ど
、
「
本
文
」
に
合
わ
せ
て
太
子
の
具
体
的
な
行
動
を
あ
げ
て
解
釈
し
て
い
る
。
典
拠
を
用
い
な
が
ら
も
、
「
本
文
」
に
合
う

よ
う
に
編
集
し
直
し
て
い
る
と
い
え
る
。
一
つ
の
「
別
記
文
」
の
中
で
同
じ
作
品
中
で
も
巻
の
離
れ
た
箇
所
を
典
拠
と
す
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
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様
な
現
象
は
他
に
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
『
楊
鴫
暁
筆
」
巻
二
の
第
十
「
夏
禺
王
」
の
「
本
文
」
部
分
は
、
前
半
を
『
三
国
伝
記
』
の
巻
七
・

第
十
一
、
後
半
を
巻
一
・
第
五
に
拠
っ
て
い
る
。
「
本
文
」
中
の
割
注
で
は
、
「
史
記
に
云
…
…
」
と
記
し
て
あ
る
が
、
『
三
国
伝
記
」
と
文
体

自
体
も
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
典
拠
は
『
三
国
伝
記
』
で
ま
ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
。
「
本
文
」
の
箇
所
で
何
故
、
巻
の
異
な
る
箇
所
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
1
）

引
く
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
回
は
、
巻
の
離
れ
た
箇
所
か
ら
引
い
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
の
み
を
指
摘
し
た
い
。

四
、
巻
九
「
膿
西
上
人
化
女
」
に
つ
い
て

　
こ
こ
で
は
、
『
撰
集
抄
』
の
説
話
部
分
を
も
引
い
て
い
る
例
（
『
楊
鴫
暁
筆
』
中
一
例
の
み
）
を
取
り
あ
げ
る
。
こ
の
説
話
は
、
安
田
氏
が
、

『
撰
集
抄
』
巻
三
ー
第
七
話
「
贈
西
上
人
施
女
衣
」
か
ら
「
概
略
意
を
取
り
記
述
し
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
『
楊

鴫
暁
筆
」
の
「
鰭
西
上
人
化
女
」
は
要
約
し
つ
つ
も
、
『
撰
集
抄
』
の
大
部
分
と
同
文
で
あ
る
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
で
は
、
こ
の
話
に
関
す
る
評
は

「
本
文
」
で
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
『
楊
鴫
暁
筆
」
で
は
、
施
し
を
要
求
す
る
女
が
、
文
殊
で
あ
る
と
正
体
が
わ
か
る
と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て
い

る
。
実
は
『
撰
集
抄
』
で
は
、
文
殊
で
あ
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
は
話
末
評
と
の
境
の
部
分
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
『
楊
鴫
暁
筆
』
で
は
、
話
の

結
論
ー
こ
の
化
女
が
実
は
文
殊
で
あ
る
こ
と
ー
を
明
確
化
し
た
い
為
、
話
末
評
の
部
分
で
触
れ
ら
れ
る
話
の
核
を
、
「
本
文
」
に
取
り
入
れ
た

　
　
　
（
注
1
2
）

と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
で
は
、
次
に
六
「
漢
土
斎
会
化
女
」
と
し
て
、
貧
女
が
実
は
”
大
聖
文
殊
”
で
あ
っ
た
と
す
る
同
様
の
趣
旨
の
話
が

続
く
。
『
楊
鴫
暁
筆
」
の
こ
の
巻
は
「
似
類
下
」
の
巻
で
、
二
話
、
三
話
一
類
と
な
り
、
そ
れ
を
区
切
る
形
で
ま
と
め
と
し
て
、
「
別
記
文
」
が

あ
る
こ
と
が
多
い
。
ち
ょ
う
ど
、
「
別
記
文
」
が
区
切
り
の
働
き
を
す
る
顕
著
な
巻
で
あ
る
が
、
こ
こ
も
、
こ
の
「
漢
土
斎
会
化
女
」
の
あ
と
、

こ
の
両
話
の
ま
と
め
と
し
た
「
別
記
文
」
が
あ
る
。
ま
と
め
で
あ
る
の
で
、
「
本
文
」
の
解
釈
だ
が
、
そ
の
箇
所
も
『
撰
集
抄
』
巻
三
・
第
七

「
暗
西
上
人
施
女
衣
」
の
話
末
評
の
部
分
を
基
と
し
て
い
る
。
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『
楊
鴫
暁
筆
』
巻
九
・
六
「
漢
土
斎
会
化
女
」
（
「
別
記
文
」
）

籔
〔
汽
パ
躍
涯
裁
が
豹
巳
閨
湾
パ

衙
園
ぬ
門
鰭
塁
囚
劃
賛
、
‖
ー
閨

『
撰
集
抄
』
　
巻
三
・
第
七
「
惰
西
聖
人
施
女
衣
」

　
…
…
…
か
や
う
の
事
な
ど
は
、
世
あ
が
り
て
書
を
く
あ
と
多
く
侍
れ

　
ど
も
、
す
ゑ
の
世
に
は
た
め
し
ま
れ
な
る
べ
し
。
さ
れ
ば
、
い
つ
れ

　
の
仏
菩
薩
来
て
、
女
の
姿
と
見
え
て
心
を
は
か
り
給
ひ
け
ん
と
、
ゆ

、
か
し
く
覚
え
て
侍
り
。
但
、
彼
聖
人
は
「
文
殊
の
化
し
給
へ
る
に
や
」

　
と
、
の
給
は
せ
け
れ
ば
、
い
か
な
る
し
る
し
の
侍
り
け
る
や
ら
ん
。

　
①

劉
’
し
K
’
樹
、
簗
ば
霧
渥
閨
。
聖
の
心
の
露
ば
か
り
も
け

が
れ
ざ
り
け
れ
ば
こ
そ
す
め
る
月
の
空
く
も
り
す
る
あ
や
ま
り
も
侍

け
め
。
げ
に
か
な
し
き
我
ら
哉
。
た
“
　
　
は
嬰
児
の
こ
と
く
し
て
、

う
き
は
　、

Il窪

　　、

夢
に
く
だ
か
れ
、
を
の
れ
の
み
生
死
の
海
に
帰
ら
ん
事
の
心

更
に
か
き
述
べ
く
も
侍
ら
ず
。

聖
の
心
の
露
ば
か
り
も
け
が
れ
ざ
り
け
れ
ば
こ
そ
、

ぐ
も
り
す
る
あ
や
ま
り
も
侍
り
け
め
と
、

て
侍
る
そ
や
。

　
②

　
　
　
　
す
め
る
月
の
空

返
く
ゆ
か
し
く
お
ぼ
え

　
げ
に
悲
し
き
我
等
哉
。
心
一
の
し
づ
ま
り
入
で
、
引
結
ぶ
太
山
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

草
の
庵
に
あ
と
・
め
が
た
く
て
、
口
、
は
か
な
き
　
児
の
…
遊
め
如
し
て
、

す
れ
ば
石
ほ
に
く
だ
か
れ
て
、
を
の
れ
の
み
生
死
海
に
帰
る
事
の
心

憂
さ
よ
。
さ
て
又
、
仏
菩
薩
の
御
心
に
背
け
れ
ば
、
御
こ
と
の
り
を

も
聞
ざ
る
ま
・
に
、
弥
ζ
く
ら
き
よ
り
く
ら
き
に
ま
ど
ひ
て
、
む
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
月
に
は
心
も
か
け
ざ
る
う
さ
は
、
更
に
書
述
べ
く
も
侍
ら
ず
。

　
比
較
す
る
と
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
『
撰
集
抄
』
の
二
重
傍
線
の
部
分
①
②
③
④
を
中
心
に
引
い
て
お
り
、
『
撰
集
抄
』
の
表
現
を
つ
な
ぎ
合
わ

せ
た
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
（
点
線
で
囲
ん
だ
「
空
し
く
」
、
「
遊
の
」
の
語
は
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
に
は
な
い
語
、
一
重
傍
線
で
囲
ん
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だ
所
は
、
表
現
が
異
な
る
語
で
あ
る
。
）
「
私
云
…
…
」
と
、
先
の
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
＝
切
施
王
」
の
「
予
云
…
…
」
と
同
じ
く
、
語
り
手
が

一
人
称
の
形
を
取
り
、
い
か
に
も
独
自
の
解
釈
の
風
を
装
う
が
、
初
め
の
部
分
も
、
「
あ
が
れ
る
世
」
な
ど
、
『
撰
集
抄
」
を
参
考
に
し
、
又
、

「
聖
の
心
…
…
」
か
ら
は
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
る
形
で
採
っ
て
い
て
、
典
拠
が
あ
る
も
の
と
わ
か
る
。

　
『
楊
鴫
暁
筆
」
の
「
本
文
」
が
『
撰
集
抄
』
の
一
話
を
基
と
し
て
い
る
た
め
、
「
別
記
文
」
が
、
そ
れ
と
同
じ
『
撰
集
抄
』
の
一
話
に
拠
る

の
は
当
然
で
は
あ
る
が
、
同
じ
一
話
か
ら
採
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
説
話
部
分
（
「
本
文
」
）
と
評
の
部
分
（
「
別
記
文
」
）
と

形
式
を
違
え
て
明
確
に
か
き
分
け
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
点
と
い
え
る
。
こ
の
書
き
分
け
か
ら
も
『
楊
鴫
暁
筆
』
が
、
い
か
に
評
と
説

話
の
区
別
に
こ
だ
わ
っ
た
か
が
わ
か
る
。
ま
た
、
「
別
記
」
の
形
式
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
、
こ
の
評
を
重
視
す
る
姿
勢
と
関
わ
る
だ
ろ
う
。

五
、
ま
と
め

　
以
上
、
「
撰
集
抄
』
を
典
拠
と
し
た
箇
所
を
、
そ
の
受
容
の
方
法
別
に
見
て
き
た
。
『
楊
鴫
暁
筆
」
は
（
今
回
は
と
く
に
「
別
記
文
」
の
例
、

本
文
の
解
釈
・
感
想
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
多
い
）
、
『
撰
集
抄
』
の
全
く
別
の
説
話
の
中
か
ら
、
（
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
）
「
本
文
」
と
趣
旨
を
同

じ
く
す
る
説
話
を
探
し
だ
し
、
そ
の
評
を
採
り
入
れ
、
そ
の
「
本
文
」
の
解
釈
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
部
分
を
典
拠
に
よ
り
な
が
ら
も
、

独
自
の
文
を
加
え
た
り
、
「
本
文
」
に
沿
う
よ
う
に
手
を
加
え
る
な
ど
し
て
、
「
本
文
」
と
矛
盾
し
な
い
よ
う
に
、
編
集
し
て
い
る
。
美
文
の
表

現
を
採
り
入
れ
、
時
に
は
、
教
訓
ま
で
も
、
又
構
成
ま
で
を
も
拠
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
”
評
”
を
従
来
と
は
異
な
る
説
話
と
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
新
し
い
一
説
話
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。

　
又
、
説
話
評
論
と
も
い
わ
れ
る
『
撰
集
抄
』
か
ら
、
説
話
部
分
で
は
な
く
、
「
評
」
の
部
分
を
多
く
引
き
、
そ
の
大
部
分
を
「
別
記
文
」
に

採
り
入
れ
て
い
る
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
が
別
記
の
形
式
を
用
い
る
こ
と
と
、
評
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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〈
注
〉

（
1
）
「
楊
鴫
暁
筆
」
中
世
の
文
学
・
三
弥
井
書
店
・
市
古
貞
次
氏
の
解
説
に
よ
る
。

（
2
）
拙
稿
「
「
楊
鴫
暁
筆
」
の
世
界
ー
〈
別
記
〉
の
形
式
を
め
ぐ
っ
て
ー
（
「
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
」
2
5
　
平
成
十
四
年
三
月
）

（
3
）
管
見
に
入
っ
た
諸
本
は
二
十
三
巻
本
ー
国
会
図
書
館
本
・
内
閣
文
庫
本
・
鈴
鹿
文
庫
本
・
京
大
本
（
文
学
部
図
書
館
蔵
）

　
　
二
十
巻
本
ー
神
宮
文
庫
本
・
京
大
本
（
二
種
類
）
　
楊
鴫
暁
筆
抄
ー
国
会
図
書
館
本
・
神
宮
文
庫
本
・
陽
明
文
庫
本

（
4
）
『
楊
鴫
暁
筆
」
の
テ
ク
ス
ト
は
前
述
　
市
古
貞
次
氏
校
注
　
中
世
の
文
学
（
三
弥
井
書
店
）
に
よ
る
。
「
撰
集
抄
」
の
テ
ク
ス
ト
は
、
古
典
文
庫
（
現

　
　
代
思
潮
社
）
安
田
孝
子
氏
・
梅
野
き
み
子
氏
・
野
崎
典
子
氏
・
河
野
啓
子
氏
・
森
瀬
代
士
枝
氏
校
注
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

（
5
）
テ
ク
ス
ト
が
底
本
と
し
て
い
る
国
会
図
書
館
蔵
・
二
十
三
巻
本
は
「
今
世
後
世
為
律
侶
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
あ
き
ら
か
に
誤
字
で
「
今
世
後
世
為

　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
伴
侶
」
の
誤
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
「
伴
侶
」
と
し
て
扱
う
。
又
、
テ
ク
ス
ト
の
頭
注
に
も
あ
る
よ
う
に
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
二
十
三
巻
本
、
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
・
二
十
三
巻
本
で
は
「
伴
侶
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
6
）
「
臨
命
終
時
不
随
身
」
・
「
臨
命
終
時
不
随
者
」
の
違
い
に
つ
い
て
は
安
田
孝
子
氏
の
論
文
、
又
、
松
村
恒
氏
「
妻
子
珍
宝
及
王
位
」
の
偏
を
め
ぐ
っ

　
　
て
」
（
印
度
佛
教
學
研
究
第
五
十
巻
第
二
号
・
平
成
十
四
年
三
月
）
に
詳
し
い
。

（
7
）
「
詞
花
和
歌
集
」
の
テ
ク
ス
ト
は
「
金
葉
和
歌
集
　
詞
花
和
歌
集
」
新
日
本
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
又
、
「
詞
花
和
歌
集
全
釈
」
（
笠
間

　
　
注
釈
叢
刊
1
0
）
菅
根
順
之
氏
枝
注
　
昭
和
五
十
八
年
　
初
版
発
行
　
笠
間
書
院
を
参
照
し
た
。
又
、
典
拠
に
つ
い
て
は
、
安
田
孝
子
氏
「
『
撰
集
抄
』

　
　
に
お
け
る
他
所
と
の
関
連
」
（
「
説
話
文
学
の
研
究
　
撰
集
抄
・
唐
物
語
・
沙
石
集
」
和
泉
書
院
・
一
九
九
七
年
二
月
）
、
「
撰
集
抄
注
釈
」
安
田
孝
子

　
　
氏
・
梅
野
き
み
子
氏
・
野
崎
典
子
氏
・
河
野
啓
子
氏
・
森
瀬
代
士
枝
氏
注
に
指
摘
が
あ
る
。

（
8
）
「
諸
経
伽
陀
要
文
集
」
の
テ
ク
ス
ト
は
「
金
沢
文
庫
資
料
全
書
　
巻
七
巻
　
歌
謡
・
声
明
篇
」
昭
和
五
十
九
年
三
月
二
十
日
発
行
・
便
利
堂
、
「
法
華

　
　
経
」
の
テ
ク
ス
ト
は
「
法
華
経
（
下
）
」
坂
本
幸
男
氏
・
岸
本
裕
氏
釈
注
・
岩
波
文
庫
に
よ
る
。
又
、
典
拠
に
つ
い
て
は
（
7
）
に
同
じ
。

（
9
）
「
総
合
仏
教
大
辞
典
」
一
九
八
八
年
一
月
第
一
版
・
宝
蔵
館
、
「
印
度
仏
教
固
有
名
詞
辞
典
」
赤
沼
智
善
編
　
・
宝
蔵
館

（
1
0
）
「
長
恨
歌
」
の
テ
ク
ス
ト
は
「
白
楽
天
全
詩
集
　
第
二
巻
」
（
続
国
訳
漢
文
大
成
）
昭
和
五
十
三
年
七
月
発
行
　
誠
進
社

（
1
1
）
特
に
『
楊
鴫
暁
筆
一
巻
二
・
三
は
、
「
三
国
伝
記
」
が
出
典
の
も
の
が
多
く
、
ほ
ぽ
同
文
に
近
い
形
で
引
い
て
い
る
。
但
し
、
「
太
平
記
一
か
ら
も
同

　
　
文
に
近
い
形
で
引
い
て
お
り
、
同
文
に
近
い
形
で
引
く
も
の
は
「
三
国
伝
記
」
以
外
に
も
多
い
。
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（
1
2
）
『
楊
鴫
暁
筆
一
の
「
購
西
上
人
化
女
」
は
、
諸
本
に
よ
っ
て
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
が
あ
り
、
安
田
氏
は
、
後
補
か
と
す
る
。
ち
な
み
に
、
管
見
に

　
　
入
っ
た
諸
本
の
う
ち
、
抄
本
に
は
、
全
て
あ
る
も
の
の
、
二
十
三
巻
本
や
二
十
巻
本
で
は
み
ら
れ
な
い
。
但
し
、
内
閣
文
庫
本
（
二
十
三
巻
本
）
に

　
　
は
あ
る
。
「
別
記
文
」
も
同
様
で
あ
る
。
又
、
「
略
西
上
人
化
女
」
に
は
、
説
話
番
号
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
二
年
）
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